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衝撃吸収性

衝撃

転倒事故を防止するために床面の段差をなくすのがバリアフリーですが、万一転倒した場合でも衝撃吸収性が高いこと
はより安全性を高めます。落下物が床材から受ける衝撃量は、床材だけでなく下地の種類からも大きく影響を受けます。
一般的に弾力性のある床材ほど衝撃吸収性に優れていますが、単に表面のやわらかい床材が良いとも言えず、数値は
転倒時の衝撃を推し量る一つの目安です。

人間の頭部をモデルとした質量3.85kgの装置を、試料（床材）
の測定点に規定の高さ（20cm）から自由落下させ、衝突時の
衝撃（G）を内蔵の加速度計で測定し、吸収力を判断します。

■ 万一の転倒事故でも衝撃をやわらかく吸収します。

■ 試験方法 …
JIS A 6519 体育館用鋼製床下地構成材「床の硬さ試験」

■ 衝撃吸収試験結果

床材の衝撃吸収性はG値（転倒衝突時の衝撃加速度）で表され、この値が小さいほど衝撃が小さく衝撃吸収性が高い目安となります。
但し衝撃吸収性は、床材の材質以上に下地の構造に影響を受けやすく、硬度の高い下地にはアンダーレイシートを採用するなどの対応がより高い安全性を生みます。

■ 数値の判断基準は？

※上記の値は測定値であり、保証値ではありません。品番により数値が異なる場合があります。
※G値の（　）内の数値は2018年に改正されたJIS A 6519に基づき、硬さ（Gs）の単位を9.8m/s2に換算した値です。

鋼製フレーム

加速度計
おもり（1.34kg）

鋼製ヘッド

20cmゴム板
（厚さ8mm・ショアA硬度37）
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床に衝突した時の加速度

衝撃吸収性に優れる
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